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中学校「技術」免許取得への動機づけに関する検討
―― 東北地区の私立大学のデータから一―
佐 藤 手 織*
The Study onふ/1otivation for Teaching Certincates ofヽ/1anual Tr ining
――一―based on the data frona t、、アo private colleges in Tohoku district――――
TaOri SATO
Abstract
The purpose of this study is to exa■line college students'motivation for teaching certincates of rnanual training
The results are as folloM/s First,the students郡ァho actuaHy take a course for certincates of rnanual training are
highly mOtivated  Secondly,the familiarity ttrith manual training and the aspiration for certincates in general are
facilitative factors,but many classes and the motivation for certincates Of the other subiectS are inhibitory ones
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1  は じめ に
筆者は先に,八戸工業大学 (以下,八工大)における
教職課程履修(すべての学生について「工業」「技術」,一
部の学生について「情報」の教員免許が取得可能1つ の状
況に関する調査を行い,「技術」免許希望者は「工業」免
許希望者よりも少なく,なおかつそのほとんどは「工業」
免許も併せて希望する, という興味深い実態およびそれ
に関する以下の考察を示した (佐藤,2000)①
(1)上記の実態より,「技術」に対して科目としての
親不P性・え未_力・興味が学生にあまり感じられていないこ
とが仮定される。このため,「工業」と併願する「技術」
免許希望者においても「技術」免許取得が優先されない
ことが推測される。
(2)「技術」免許は,カリキュラム構成上,「工業」よ
りも取得に要する科目数が多 く,学生の負担感が喚起さ
れるために希望者が減少することが推測される。
(3)普通高校出身の教職課程履修者においては,工業
高校出身者よりも「技術」免許を希望する割合が高い。学
生の出身課程が「技術」免許取得の動機づけと関連して
いることが推測される。
本稿ではまず,(1)での仮説一複数免許希望者におけ
る「技術」免許の非優先性―を検討することを第一の目
的とする。そして,上記の3つの問題(以下,(1)「技術」
への親和性 (2)カリキュラム (3)出身課程)にさらに
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(4)資格忘向 (5)教員志望 (6)他教科への親和 (優先)
性,の問題等を検討すべき項目として加えり,「技術」免
許取得の動機づけに関わる促進・抑制要因を考察する。
その際には,以下の3点において考察をより深化させ
ることを目的とする。第 1点は,「技術」免許の希望者に
対しアンケート調査を実施することにより,その意識内
容の把握を図るということである。前稿の考察は,教職
課程履修者の人数 。出身課程,カリキュラム等の客観的
な資料からいわば間接的に導かれたものであったのに対
し,より直接的に当事者の主観にアプローチすることに
より,上記の考察についての確認・補強 。修正を行うこ
とをねらいとする。第2点は,他の大学のデータとも併
せて問題を検討することである。たとえば,上記の (1)
(2)の考察はあくまで「技術」と「工業」との兼ね合い
でのみ示唆されているが,「数学」「理科」「情報」等の免
許を「技術」と併願可能な他大学のデータを参照するこ
とで,「技術」と他教科との兼ね合いの問題について考察
を一般化もしくは特化させることができる。第3点は,本
論の考察を,全国の大学における「技術」教員養成課程
の現状 (特に私立大学の)に位置づけてみたい, という
ことである。たとえば,私立大学のデータに限局するが,
「工業」の教員養成が全国76大学92学部422学科で行わ
れているのに対 tノ,「技術」は19大学23学部89学科で
の養成に止まり,学科数の比率で言うとわずか21%の規
模に過ぎない0。 このように,量的には明らかに他教科に
劣る「技術」の教員養成が,質的にどのような内実 (特
に履修者の動機づけ)を伴って実践されているのかを間
うことは,体験型学習を重視する昨今の教育改革の観点
からも,意義のあることであろう。本稿で提示されるの
は東北地方の2大学のデータに過ぎないが,それでも全
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